
○赤磐市工事検査規程 

平成１７年３月７日 

訓令第３５号 

（趣旨） 

第１条 市費をもって支弁する工事の検査については、別に定めるもののほか、この訓令の定め

るところによる。 

（定義） 

第２条 この訓令において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（１） 中間検査 特に必要があると認めた場合、あらかじめ工事の中途において行う検査を

いう。 

（２） しゅん功検査 工事しゅん功後行う検査をいう。 

（検査員） 

第３条 工事の検査を行う者（以下「検査員」という。）は、工事を担当する課長又は市長が命

じた職員とする。 

２ 検査員は検査の補助を行わせるため、必要に応じて職員のうちから検査補助員を置くことが

できる。 

（検査方法） 

第４条 検査は、契約書、設計図書及び仕様書に照して別表第１に定める工事検査基準に従い厳

正に行わなければならない。 

（検査の立会者） 

第５条 検査員は、しゅん功検査を行うときは、関係職員及び請負者を立ち会わさなければなら

ない。ただし、特別の理由がある場合は、この限りでない。 

２ 検査員は、しゅん功検査以外の検査においても、必要に応じて、関係職員の立会いを求める

ことができる。 

（考査認定） 

第６条 検査員は、検査上、地下又は水中等外部から検査を行い難い部分については、関係職員

の証明又は請負者の記録資料を照合することにより、考査認定することができる。 

（修補） 

第７条 検査員は、工事がしゅん功検査に合格しなかったときは、相当の期日を指定し、その修

補を命じなければならない。 

（検査の復命及び検査済証の交付） 

第８条 検査員は、検査を終了したときは、別表第２に定める工事成績評定基準により、その成

績を次に掲げるところにより区分し、工事検査復命書により市長に復命しなければならない。 



（１） AA 成績が特に良好と認められるもの 

（２） A 成績が普通以上と認められるもの 

（３） B 成績が普通と認められるもの 

（４） C 成績が普通以下であって合格と認められるもの 

２ 検査員は、中間検査及びしゅん功検査を終了したときは、速やかにその結果を請負者に通知

し、検査済証を請負者に交付しなければならない。 

３ 前条の規定により修補を命じたときは、修補工事検査復命書により市長に復命しなければな

らない。 

（準用） 

第９条 この訓令は、工事以外の事業に係わる検査についても必要に応じ、準用できるものとす

る。 

（その他） 

第１０条 この訓令に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この訓令は、平成１７年３月７日から施行する。 

附 則（平成１９年３月３０日訓令第２０号） 

この訓令は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２２年２月１２日訓令第２号） 

この訓令は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（平成２３年４月２８日訓令第５号） 

この訓令は、公表の日から施行し、改正後の赤磐市工事検査規程の規定は、平成２３年４月１

日から適用する。 

附 則（令和７年１０月１日訓令第１２号） 

この訓令は、令和７年１０月１日から施行する。 

別表第１（第４条関係） 

工事検査基準 

（検査の内容） 

（１） 検査は、当該工事の出来形を対象として関係図書に基づき、工事の実施状況、出来形

及び品質について、適否の判定を行うものとする。 

（工事の実施状況の検査） 

（２） 工事の実施状況の検査は、出来形管理、品質管理その他の実施状況に関する各種の記

録（写真による記録を含む。）と、設計図書、仕様書等とを対比し、施工管理状況及び施工

内容の適否の判定を行うものとする。 



（工事の出来形及び品質の検査） 

（３） 工事の出来形及び品質の検査は、実地について行うものとし、位置、出来形、寸法、

品質及びできばえについて、設計図書、仕様書と対比して行うものとする。ただし、外部か

らの観察、施工管理の状況を示す資料、出来形図、写真等により当該出来形の適否を判定す

ることが困難な場合は、必要程度を超えない範囲において破壊若しくは分解又は試験をして

検査を行うものとする。 

（出来形部分の数量の確認） 

（４） 工事の出来形部分の数量は、工事出来形及び品質の検査の結果に基づき、出来形図及

び出来形数量計算書により確認するものとする。 

別表第２（第８条関係） 

工事成績評定基準 

改訂 

判定区分 

評定項目 

優良 良・普通 劣る 

１００～９０ ８９～７０ ６９～５０ 

施工

体制 

施工

者の

能力

施工

者の

熱意 

現場

代理

人主

任技

術者

等 

管理

能力 

工事全体をよく把握、

理解し、工事書類も漏

れなく作成、設計図書

や諸基準等を理解して

施工に反映するととも

に、常に主体性を持っ

て技術的判断を行って

いる。 

工事全体をよく把握、

理解し、工事書類も適

切に作成、設計図書や

諸基準等を適切に施工

に反映するとともに、

適切に技術的判断を行

っている。 

工事全体の把握、理解

に欠け、必要な工事書

類も不足しており、設

計図書や諸基準も適切

に施工に反映されてお

らず、技術的判断も会

社や下請けが行ってい

る。 

技術

能力 

人員、

機械

配置

等 

５０ ４７．

５ 

４５ ４４．

５ 

４０ ３５ ３４．

５ 

３０ ２５ 

施工

者の

熱意 

仕事に対す

る積極性 

仕事に対し、常に積極

的で、監督員とのコミ

ュニケーションも密に

実施されており創意工

夫をもって優れた施工

をした。 

仕事に対し、積極的で

監督員とのコミュニケ

ーションも適正に実施

されており、誠意をも

って施工した。 

積極性、監督員とのコ

ミュニケーションが不

足しており、創意工夫

が足りなかった。 

監督者との

連絡 

誠実性 

創意工夫 ５０ ４７．

５ 

４５ ４４．

５ 

４０ ３５ ３４．

５ 

３０ ２５ 

工事 施工 地元との渉 常に積極的に地元との 地元との関係性も特別 地元とのコミュニケー



の実

施状

況 

管理 外関係 コミュニケーションを

図り地元その他第三者

より苦情がなかった。 

に問題もなく良好であ

った。 

ションが取れておら

ず、苦情等もあり、地

元対応に問題があっ

た。 

２０ １９ １８ １７．

５ 

１６ １４ １３．

５ 

１２ １０ 

施工計画 工事内容、現場状況に

応じて綿密に計画され

設計書、仕様書に基づ

き綿密に施工管理を実

施した。 

計画内容も適切で設計

書、仕様書に基づき適

切に施工管理を実施し

た。 

計画内容が単一的で日

常的な施工管理が実施

されていない。 

工程管理 

出来形管理 

品質管理 ８０ ７６ ７２ ７１．

５ 

６４ ５６ ５５．

５ 

４８ ４０ 

現場

管理 

現場整理 現場が常にきれいに保

たれており、現場特性

を反映した安全管理や

安全教育が実施されて

いた。 

現場がきれいに保たれ

ており、適切に安全管

理や安全教育が実施さ

れていた。 

現場が資材や機械で煩

雑狭小となっており、

安全管理や安全教育が

適切に実施されていな

い。 

安全管理（／

交通処理／

安全管理／

安全教育／） 

８０ ７６ ７２ ７１．

５ 

６４ ５６ ５５．

５ 

４８ ４０ 

仮設備 工事規模に応じ現場特

性を反映させて仮設備

を適切に配置してい

る。 

工事規模に応じ仮設備

を適切に配置してい

る。 

仮設備の配置状況が適

正ではなく、工事施工

に支障が生じた。 

２０ １９ １８ １７．

５ 

１６ １４ １３．

５ 

１２ １０ 

出来

形及

び品

質 

出来形・品質 出来形に誤差がなく、

品質もすべて所要以上

の強度を有し、全くバ

ラツキがなく均一であ

った。 

出来形に多少誤差があ

るが許容範囲であり品

質もややバラツキがあ

ったが所要以上の強度

があり、良好であった。 

出来形に誤差が多く品

質もバラツキが多く、

適切に管理している状

況ではない。 

５０ ４７．

５ 

４５ ４４．

５ 

４０ ３５ ３４．

５ 

３０ ２５ 



出来ばえ 仕上りが非常にきれい

で施工対象物の通りが

良く、端部や天端の仕

上げが非常に良い。 

仕上りが良好で、全体

的な美観も良く既設構

造物等に対する違和感

等がない。 

仕上りがやや劣り、ク

ラック等の軽微な手直

しも施されず、全体的

な美観に劣る。 

５０ ４７．

５ 

４５ ４４．

５ 

４０ ３５ ３４．

５ 

３０ ２５ 

工程

進捗

状況 

工程 現場の進捗状況等を確

実に把握するとともに

突発的事象にも迅速に

対応し、状況に応じて

常に工程を見直す等、

管理が徹底されてい

た。また、受注者希望

型による週休２日を達

成した。 

工程管理も適切に行わ

れており、大きな工程

遅延等の発生もなく、

工程回復のための休日

作業等もなかった。 

工区内の作業調整が非

効率で工程が遅延した

り、工程回復のための

休日作業等が発生し、

適切な時期での工程見

直し等も行われていな

い。 

１００ ９５ ９０ ８９ ８０ ７０ ６９ ６０ ５０ 

土木工事成績評定基準による工事成績の区分は、次表に示すように４段階に区分する。 

総合点は、A８５B７１のように表示する。 

区分  中央値 範囲 

優良 AA ９５ ９０点以上 

良 A ８５ ８０点～８９点 

普通 B ７５ ７０点～７９点 

劣る C ６０ ５０点～６９点 

（注） 工程進捗状況の評定は、次のことを標準とする。 

ア 発注者が示す適正工期を遵守し（発注者側の指示による増工に伴う工期延期の場合は、

増工後の適正工期）、遅延することなく工事を完成させ、受注者希望型による週休２日

を達成した ９０～１００点 

イ 発注者が示す適正工期を遵守し（発注者側の指示による増工に伴う工期延期の場合は、

増工後の適正工期）、遅延することなく工事を完成させた ７０～８９点 

ウ 発注者が示す適正工期を遵守（発注者側の指示による増工に伴う工期延期の場合は、

増工後の適正工期）したものの、休日作業等も多く工程回復に関する取り組みや改善が

見られなかった ５０～６９点 

 


